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新しい医学教育の開発と普及を目的とし、全国の医療教育関係者の皆様と歩んできた医学教育セミナーとワーク
ショップは、お陰さまで第50回を迎えることができました。厚く御礼申し上げますとともに、皆様のご参加を心よりお待ち
申し上げております。 岐阜大学医学教育開発研究センター 鈴木康之
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Lecture       終着駅のない旅：現場での指導者育成とコミュニティの形成

講師：Yvonne Steinert（McGill University）

Symposium 境界と壁を超える：職種間連携の実践と社会学的考察

講師：Susan Bridges（University of Hong Kong）、吉村 学（揖斐郡北西部地域医療センター）

Round Table 発信する医療教育：部門発展、研究推進、キャリア開発
講師：伴 信太郎（日本医学教育学会理事長／名古屋大）、錦織 宏（京都大）

Yvonne Steinert、Susan Bridges 他

WS‐1 情動をはぐくむ教育：理論から教育実践とその評価まで

WS‐2 医療教育研究のスタートを洗練する

WS‐3 魅力あるワークショップの構築とその評価

WS‐4 医学教育を科学する

WS‐5 対応が困難な学習者／個性的な学習者と共に学ぶ

WS‐6 Moodle を学ぼう

WS‐7 すぐに身に付くフレキシブルな指導方法をマスターしよう

WS‐8 会話を分析する：談話分析法

WS‐9 職場での研修生のケアとメンタリング

WS‐10 聴衆反応システムを用いて授業をもっと双方向性にする

プ ロ グ ラ ム
1⽇（⾦） 15:00-18:00 Round Table

2⽇（⼟）

10:00-12:00 Symposium

13:00-16:45 WS-1 WS-2 WS-3 WS-4 WS-5 WS-6

17:00-18:30 Lecture

18:45-20:30 懇親会

3⽇（⽇） 9:00-12:45 WS-1 WS-2 WS-7 WS-8 WS-9 WS-10



講師：Yvonne Steinert（McGill University、Centre for Medical Education）
概要：教員/スタッフ養成は医学教育においてますます重要な領域となり、今や多くの医療教育機関が講義やワークショップ、短期コース等、なんら
かの教育活動を提供しています。本セッションでは、教育における個⼈や組織の開発を含めた教員/スタッフ養成の重要性、及び如何にして教育者を
増やし、教育能⼒を伸ばすかその⽅法について議論します。⼀⽅、教育マインド涵養のきっかけは、教育に関するちょっとした経験や観察、同僚と
の会話や振り返り、または学習者との交流といった、公式のプログラム以外にも散りばめられています。そのような現場での“コミュニティ”で教育
をシェアする意義についても知⾒を交えながら議論を展開します。
＊演者の数々の論⽂や経験の紹介の他、講義の途中に⽇本語による質疑・意⾒交換の時間を⼗分設けております。

Lecture 終着駅のない旅 ：現場での指導者育成とコミュニティの形成 11/2（土） 17：00-

講師：Susan Bridges（University of Hong Kong）、吉村 学（揖斐郡北⻄部地域医療センター）
概要：世界医学教育連盟（WFME）がそのグローバルスタンダードにおいて強調しているように、保健医療関連部⾨を中⼼とした他学部教員との協
働や専⾨職連携教育の開発は、医学教育において必須の導⼊領域です。しかしそこには、個⼈間、職種間、講座間、そして学部間と様々な「境界や
壁」が存在します。今回のシンポジウムでは、ご経験の深い演者をお招きし、様々な観点から「境界や壁を超える」ためのティップスや難しさにつ
いて、卒前はもとより卒後教育も視野に参加者の皆様と⼀緒に考えます。「カリキュラム改⾰」ではSusan Bridges先⽣に、⾹港⼤学におけるカリ
キュラム改⾰のプロセス、及び「教育学者」として医療系教員とカリキュラム改⾰を実践してきた職種間連携の経験をお話しいただきます。また
「ごちゃまぜ！職種間連携と医療者教育」では吉村学先⽣に、地域医療における多職種協働と教育-そこからみえてくるものをご紹介いただきます。
＊質疑応答や意⾒交換は、原則⽇本語により⾏われ、オープンディスカッションの時間をセッションの間に設けております。

Symposium 境界と壁を超える ：職種間連携の実践と社会学的考察 11/2（土） 10：00-

講師：伴 信太郎（⽇本医学教育学会理事⻑／名古屋⼤）、錦織 宏（京都⼤）、Yvonne Steinert（McGill University）、
Susan Bridges（University of Hong Kong） 他
概要：世界的潮流を受け、我が国の医療教育は発展の⼀途であり、さらには国際認証に耐えうる医学教育の提供や、スカラーシップ（学識）を伴う
医療教育の開発が世界から期待され、⼤きな変⾰期が差し迫っています。医学教育部⾨や卒後研修センターによる、より活発な教育の推進や改⾰が
喫緊の課題になり、医療教育者には、⾼い専⾨性と実務性が求められる時代になりました。本企画では、①21世紀における医学教育部⾨の役割、②
医療教育におけるキャリア形成、③医療教育研究の推進、④⾮医療者とのコラボレーション、のトピックについて、各領域で活発に取り組んでおら
れる国内外の先駆者の⽅々と共に議論を深めます。
対象：医療教育に関⼼のある全ての⽅

Round Table 発信する医療教育 ：部門発展、研究推進、キャリア開発 11/1（金） 15：00-

WS‐1 情動をはぐくむ教育：理論から教育実践とその評価まで 11/2（土） 13：00-, 11/3（日） 9：00-

企画：阿部恵⼦・⻘松棟吉（名古屋⼤）、藤崎和彦（MEDC）
概要：患者中⼼の医療を実践するため、患者の気持ちに寄り添い共感することが重要です。また感情の渦巻く臨床現場では、医療者⾃⾝が感情をコ
ントロールし適切に患者の感情に対応する能⼒が求められます。この情動能⼒は⽣来のものではなく、臨床経験や教育の影響を受けることが知られ
ています。本WSでは情動能⼒の理論的背景を概観した後、私達が妥当性を検証したTEIQue-SF（Trait Emotional Intelligence Questionnaire
short form）とCARE（Consultation and Relational Empathy）measureを⽤いた教育介⼊の成果を共有し、参加者が⾃施設で⾏うカリキュラム
案作成を⽬指します。
対象：医療コミュニケーションの教育にあたる教員や医療従事者 定員：20名

WS‐2 医療教育研究のスタートを洗練する 11/2 （土） 13：00-, 11/3（日） 9：00-

企画：⽇本医学教育学会・教育研究委員会（鈴⽊康之、⼤滝純司、伊藤俊之、⽯川ひろの、向原 圭、錦織 宏、尾原晴雄、⻄城卓也）
概要：医療教育研究はますます盛んになっています。何か調べようと、いざデータを取り始める前に、踏むべき基本的ステップが幾つかあります。
研究テーマを決めたとして、先⾏研究をどうやって検索するのか？どうやってリサーチクエスチョンを洗練させるのか？どのような⽅法で調査した
らよいか？やる事が盛りだくさんで最初から躓いてしまいがちです。本WSでは、⽂献検索やリサーチクエスチョンを⽴てるプロセスと⽅法論の選択
に関する基本を楽しく学び、参加者とタスクが協⼒して個々のニーズに合わせて研究をブラッシュアップすることを⽬指します。
対象：医療教育研究について関⼼があり、これから研究を考えようとしている⽅（昨年度の本委員会ＷＳに参加された⽅も歓迎です） 定員：16名

WS‐3 魅力あるワークショップの構築とその評価 11/2 （土） 13：00-

企画：Yvonne Steinert（McGill University）、⻄城卓也（MEDC）
概要：ワークショップは、いまやかなり市⺠権を得た教育⽅法となりましたが、どうすれば成功するのかその⽅法論、さらにはその評価⽅法となる
とまだ新しいテーマです。本WSでは、WSのデザインと評価についての概略を議論します。その後、ニーズアセスメント、ゴールの設定と定義、教
育内容の選択とそれらに⾒合うインストラクショナルデザインの決め⽅について掘り下げます。評価法に関しては、その⽬的や異なるレベルのプロ
グラム評価、活⽤できるアウトカムの評価⽅法について焦点を当てます。最終的には参加者の皆様が、学⽣や研修医もしくは同僚のため、各⾃で計
画もしくは改善しようとしているWSについて検討し、学んだことを応⽤できるようになることを期待しています。
対象：ワークショップを実践・企画される／予定の⽅、もしくはその評価・研究に関⼼のある⽅ 定員：30名

WS‐4 医学教育を科学する 11/2 (土) 13:00-

企画：錦織 宏（京都⼤）、春⽥淳志（東京⼤）
概要：医学教育に関するアカデミックな活動に展開するための具体的な戦略について取り上げます。グループに分かれていくつかのテーマについて
議論をする中で疑問点を明確化し、それらについて全体セッションで講師とともに議論を進めます。テーマとしては「国内外の医学/医療者教育学会
で発表/参加する」「海外のマスタープログラムや短期コースなどで医学/医療者教育学を勉強する」「医学/医療者教育研究を実施して論⽂を
Publishする」「国内外の医学/医療者教育者と研究でコラボする」などを予定しています。またReflective Medical Teacherという概念を⽤いて、現
場で求められる医学教育者のイメージについても考えます。事前に簡単なアンケートをお願いさせて頂く予定です。
対象：医学教育に関するアカデミックな活動に関⼼のある⽅ 定員：30名



WS‐8 会話を分析する：談話分析法 11/3 (日)  9:00-

企画：Susan Bridges（University of Hong Kong）、今福輪太郎（MEDC）
概要：談話分析（Discourse Analysis）は、社会的に構成された現象の“内部”を検証する質的研究⼿法の1つです。この意味で、医学・医療者教育で
の複雑な学習過程を解明するための鍵となる研究アプローチといえます。医療教育の分野で例えて⾔えば、「学習者が学⽣中⼼の学習環境下で他者
とのインタラクションを通して、どのように学習に参加しているのか」また「なぜそのように参加したのか」がその学習者の対話を通じて、この談
話分析法により明らかにすることが出来ます。今回のWSでは、⽇本の医学教育場⾯での会話データ（⽇本語）と⾹港⼤学⻭学部で実施したインタビ
ューデータ（英語）の分析体験や半構造化インタビューの計画・ロールプレイを通して、談話分析研究の実践的な⽅法を学び、その課題について考
えていきたいと思います。
対象：談話分析を⽤いた研究に関⼼のある⽅（経験は問いません） 定員：20名

WS‐9 職場での研修生のケアとメンタリング 11/3(日)   9:00-

企画：尾原晴雄（沖縄中部病院）、江村 正（佐賀⼤）、川上ちひろ（MEDC）、⻘野真⼸（聖路加国際病院）
概要：近年、医学教育の⽂脈でもメンタリングという⾔葉が注⽬を集めています。研修医の成⻑を継続的に⾒守ること、研修医の希望に応じたキャ
リア形成を⽀援すること、⼗分なパフォーマンスを発揮できない研修医や体調を崩して休職が必要な研修医の早期発⾒と適切な対応を⾏うことは、
臨床研修病院にとって重要な課題となっています。本WSでは、まず参加者同⼠が⾃施設での研修医のサポート体制について困っていることを共有し、
問題点の明確化を⾏います。その後、⽇本の卒後教育におけるメンタリングの定義やその役割について理解を深めます。さらに、個⼈間のイン
フォーマルなメンタリングから組織的なメンタリング制度の導⼊や実践についての意⾒交換を通じて、⾃施設での研修医サポート体制構築につなが
るアイデアを持ち帰っていただきたいと思います。
対象：研修医教育に関わっている全ての⽅、メンタリングについて学びたい⽅ 定員：30名
＊WS-5は主に卒前教育に、WS-9は主に卒後教育に焦点を置いていますが、それぞれ補完性が有ります。連続して参加されても学べます。

WS‐10 聴衆反応システムを用いて授業をもっと双方向性にする 11/3 (日)   9:00-

企画：松本尚浩（東京慈恵会医⼤）
概要：双⽅向的な授業のために聴衆反応システム (Classroom Response System:CRS)を役⽴てる実践を学びます。特にこのWSでは効果的・効率
的・魅⼒的な学びの場を創るインストラクショナル・システムズ・デザイン（ISD）の考え⽅を応⽤します。学習内容としては、①授業をクイズで
開始する、②授業途中にクイズ・アンケートで理解度を確認する、③授業終了時のクイズで100％正解を⽬指す、④授業後に⾃⼰学習する動機づけ
が促進したかアンケートをする、等についてそのコツや⽅法を学びます。
対象：医療学⽣の授業担当者。CRSのソフトウエアの都合上、OSがWindows7以前（Windows8では動作未確認）、パワーポイント2010以前
（2013は動作未確認）のバージョンが使⽤できるパソコンをお持ちください。 定員：50名

企画：川上ちひろ（MEDC）、中村和彦（弘前⼤）、⻄村優紀美（富⼭⼤）
概要：「コミュニケーションがうまくとれない」「対⼈関係でトラブルを起こすことが多い」など、学習者にかかわるなかでこのように感じた経験
はないでしょうか。このような学習者と出会った場合、「患者さんとトラブルにならなければいいが・・」「この学習者にどのように対応すればい
いのだろうか」と悩む⽀援者（教職員）は多いことと思います。⽀援者側が対応に悩む学習者の背景には、たとえば微細な発達障害等の精神疾患が
ある、⾝体機能的な障害がある、⼀時的に家庭などの⽣活の状況が影響している等、様々な理由があります。しかし⽇本の医療教育の中では、この
ような学習者の背景に対しての適切な対応⽅法の構築は⼗分になされていません。本WSでは、まず学習者の状況を理解するためのフレームを提⽰
し、精神疾患を抱える学習者への対応⽅法の情報を、経験のある専⾨家とともに共有します。そして参加者の皆様がどのような学習者に困っている
か、どのような対応を取れば効果的かについて、交流できる場にしたいと考えています。
対象：医療者教育にかかわっている教員、事務職員等 定員：30名
＊ WS-9は主に卒後教育に、WS-5は主に卒前教育に焦点を置いていますが、それぞれ補完性が有ります。連続して参加されても学べます。

WS‐5 対応が困難な学習者／個性的な学習者と共に学ぶ 11/2(土)  13:00-

企画：淺⽥義和（⾃治医⼤）
概要：時間と場所に影響されない学習・教育の⼿法として、eラーニングの利⽤が広がってきています。2012年には、第43回医学教育セミナーと
ワークショップに同時開催の形で「第6回医療系eラーニング全国交流会」が開催されるなど、その利⽤⽅法や教育効果に関する関⼼が⾼まっていま
す。本WSでは、無償で利⽤可能なLMS（Learning Management System）であるmoodleの利⽤⽅法を学びます。4時間という短い枠ですが、
moodleの機能紹介の概略の説明から、参加者が応⽤できるような簡単なコース作成⽅法まで、講義と演習の形式を交えて、楽しく交流しながら実践
できるようにしていきます。
対象：eラーニングに興味がある・moodleを使ってみたい・⾃分の授業をeラーニング上で展開してみたい⽅ 定員：20名

WS‐6 Moodle を学ぼう 11/2 (土)  13:00-

企画：任 和⼦（京都⼤）、⾕⼝初美（九州⼤）、内海桃絵・内藤知佐⼦（京都⼤）
概要：5〜6名のグループに分かれ各施設における取り組みや指導者が抱える悩みを共有した後、企画者が演じる指導場⾯の様⼦についてPF-NOTE
（ビデオフィードバックシステム）を⽤いて評価、ディスカッションを⾏います。そのあと、看護教育のなかでは未だあまり知られていない1分間指
導法を紹介し、各グループでこれまでの指導場⾯と改善例を具体的に作成してもらい、ロールプレイを⾏うと同時に指導法についてお互いを評価し
ます。1分間指導法の最初のステップである「意⾒を聞く」ということは、相⼿の思考過程を探る⼤事な作業であり適切な指導を⾏うための⼤事な要
素となります。今回は、これまでの指導法を振り返るとともに、明⽇から使える指導法を習得してもらうためロールプレイと評価を繰り返しながら
より実践的なトレーニングを⾏います。
対象：臨床で教育的関わりを担っている看護師 定員：30名

WS‐7 すぐに身に付くフレキシブルな指導方法をマスターしよう 11/3(日)   9:00-



事前登録制です。インターネットから直接お申し込みください。
「MEDC」で簡単検索できます。

締め切り：2013年10⽉20⽇（⽇）

ホームページからお申し込みできない⽅は、FAX（058-230-6468）でご連絡ください。
会場の都合で、各ワークショップに定員を設けております。
申し込み多数の場合、ご参加いただけないこともあります。ご了承ください。

参加費： ２,０００円（資料代）学部学⽣無料
懇親会費：別途徴収いたします

受付時に徴収いたします。
資料代は、資料作成ならびに報告書「新しい医学教育の流れ」の作成の⼀部に使⽤いたします。
参加者には後⽇、報告書を送付いたします。（学部学⽣は報告書の送付はありません）

会 場：じゅうろくプラザ（5階）
岐⾩⼤学サテライトキャンパス（岐⾩スカイウイング37東棟4階）

参加登録⽅法

岐⾩スカイウイング37
〒500-8844 岐⾩市吉野町6丁⽬31番地
※岐⾩駅2階周辺歩⾏者⽤デッキから直結

じゅうろくプラザ
〒500-8856 岐⾩市橋本町1丁⽬10番地11
※岐⾩駅2階周辺歩⾏者⽤デッキから直結



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 100
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


